
間
と
し
て
整
備
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

②
一
部
土
地
所
有
者
の
意
向
を
聞

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続

き
地
元
と
話
を
し
て
い
き
た
い
。

③
確
保
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

③
最
終
的
に
、
い
つ
ご
ろ
方
向
を

出
す
考
え
か
。

④
集
会
施
設
も
含
め
て
検
討
し
て

ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

市
長

①
本
年
度
か
ら
関
係
部
局
で

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

②
検
討
の
対
象
と
し
て
は
含
ま
れ

て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

③
現
時
点
で
の
具
体
的
な
建
て
か

え
の
時
期
は
未
定
で
あ
る
。

④
集
会
機
能
も
含
め
て
、
多
目
的

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

加
藤
俊
彦
議
員
（
公
明
）

①
こ
の

広
場
は
木
片
チ
ッ
プ
が
一
面
に
ま
か

れ
て
歩
き
に
く
い
な
ど
、
利
用
し
づ

ら
く
な
っ
て
い
る
が
、
位
置
づ
け
や

使
わ
れ
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
木
片
チ
ッ
プ
の
除
去
な
ど
、
き

ち
ん
と
整
備
し
、
多
く
の
市
民
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

③
広
場
の
利
用
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

規
制
が
あ
る
が
、
見
直
す
考
え
は
。

市
長

①
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
施

設
の
建
て
か
え
・
増
築
用
地
と
し
て

確
保
し
て
お
り
、
新
た
な
施
設
の
建

設
ま
で
の
間
、
可
能
な
範
囲
で
周
辺

住
民
に
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

②
ベ
ン
チ
等
の
修
繕
や
チ
ッ
プ
散

布
の
位
置
な
ど
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

③
球
技
で
の
利
用
は
、
施
設
や
設

備
の
面
か
ら
引
き
続
き
禁
止
し
た
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

国
分
寺

駅
を
利
用
す
る
市
民
は
１
日
２
万
人

を
超
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
行
政
サ

ー
ビ
ス
も
生
活
実
態
に
合
わ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

①
国
分
寺
駅
を
利
用
す
る
小
平
市

民
の
１
日
の
人
数
は
。

②
国
分
寺
駅
前
に
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

③
公
の
施
設
の
区
域
外
設
置
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

市
長

①
把
握
し
て
い
な
い
。

②
コ
ス
ト
が
か
さ
む
こ
と
か
ら
、

検
討
す
る
考
え
は
な
い
。

③
例
と
し
て
、
小
平
市
が
所
有
す

る
八
ヶ
岳
山
荘
が
あ
る
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

上
水
本

町
や
上
水
南
町
の
人
は
生
活
圏
が
小

金
井
市
や
国
分
寺
市
に
ま
た
が
っ
て

い
る
。
す
ぐ
近
く
の
公
共
施
設
が
他

市
だ
か
ら
使
え
な
い
と
い
う
の
は
残

念
な
こ
と
で
、
個
々
の
実
態
に
合
っ

た
広
域
行
政
が
必
要
と
考
え
る
。

①
多
摩
六
都
で
行
っ
て
い
る
図
書

館
の
相
互
利
用
を
本
多
図
書
館
に
も

拡
大
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

②
市
内
に
あ
る
千
代
田
区
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

協
議
が
行
わ
れ
た
の
か
。

教
育
長

①
相
互
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
考
え
て
い
な
い
。

②
昭
和
１６
年
に
設
置
さ
れ
た
も
の

で
、
現
行
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

る
協
議
は
行
っ
て
い
な
い
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）

①
地
域

セ
ン
タ
ー
の
現
状
の
課
題
と
評
価
は
。

今
後
の
運
営
体
制
は
、
現
在
の
ま
ま

を
考
え
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
任
せ
る
な
ど
の
考
え
は
あ
る
か
。

②
座
い
す
の
設
置
や
、
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
な
ど
、
高
齢
者
の
声
を

聞
き
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
施
設
に

す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

市
長

①
利
用
者
に
定
着
し
、
高
い

評
価
を
得
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

運
営
は
現
在
の
体
制
で
進
め
た
い
が
、

地
元
の
団
体
等
が
運
営
す
る
方
法
も

研
究
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

②
座
い
す
は
検
討
課
題
と
し
た
い
。

駐
車
場
は
、
地
元
住
民
の
利
用
が
前

提
で
あ
る
た
め
、
新
た
に
整
備
す
る

考
え
は
な
い
。
高
齢
者
に
限
ら
ず
、

運
営
に
当
た
り
、
反
映
で
き
る
要
望

は
で
き
る
だ
け
取
り
入
れ
て
い
る
。

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
仲
町

公
民
館
の
建
て
か
え
に
つ
い
て
、
昨

年
１２
月
の
議
会
で
は
「
建
て
か
え
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
周
辺
施

設
と
あ
わ
せ
整
備
検
討
を
開
始
す
べ

く
準
備
を
進
め
る
。」
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
の
状
況
は
。

②
周
辺
施
設
と
し
て
、
仲
町
図
書

館
も
含
む
検
討
を
し
て
い
く
考
え
か
。

西
方
向
の
通
路
の
確
保
は
で
き
る
か
。

市
長

①
都
か
ら
、
今
年
度
は
茜
屋

橋
西
側
を
道
路
用
地
買
収
予
定
で
、

そ
の
西
側
か
ら
喜
平
橋
の
範
囲
は
、

今
年
度
か
ら
平
成
２０
年
度
を
事
業
期

④
昨
年
の
議
会
で
市
長
は
、
昭
和

病
院
へ
の
コ
ー
ス
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
と
は
別
に
検
討
を
進
め

た
い
と
答
弁
し
た
が
、
検
討
状
況
は
。

⑤
住
民
の
立
場
か
ら
の
路
線
見
直

し
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
等
の
検
討

を
提
案
し
た
い
が
ど
う
か
。

市
長

①
７
月
中
に
国
に
路
線
の
許

可
申
請
を
行
い
、
平
成
１６
年
１
月
に

運
行
開
始
予
定
で
あ
る
。

②
小
平
市
バ
ス
連
絡
協
議
会
で
、

市
と
民
間
バ
ス
事
業
者
で
検
討
す
る
。

③
現
時
点
で
は
報
告
書
の
試
行
運

行
ル
ー
ト
で
進
め
て
い
き
た
い
。

④
西
武
バ
ス
か
ら
は
、
小
平
駅
北

口
か
ら
昭
和
病
院
へ
の
路
線
に
つ
い

て
調
査
を
行
う
旨
を
聞
い
て
い
る
。

⑤
今
後
の
課
題
と
受
け
と
め
る
。

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
公
共

バ
ス
の
路
線
に
つ
い
て
、
見
直
し
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

②
路
線
の
見
直
し
や
新
規
・
廃
止

に
つ
い
て
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

③
大
沼
都
営
住
宅
地
域
に
つ
い
て
、

バ
ス
事
業
者
と
の
協
議
の
状
況
は
。

④
小
平
駅
南
口
か
ら
昭
和
病
院
へ

の
バ
ス
路
線
を
増
発
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
が
あ
る
が
ど
う
か
。

市
長

①
バ
ス
事
業
者
と
協
議
を
行

う
必
要
性
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

②
小
平
市
バ
ス
連
絡
協
議
会
で
協

議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

③
西
武
バ
ス
か
ら
、
路
線
確
保
の

調
査
を
行
う
と
聞
い
て
い
る
。

④
増
便
の
予
定
は
な
い
と
聞
い
て

い
る
が
、
引
き
続
き
協
議
し
て
い
く
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
府

中
街
道
と
西
武
拝
島
線
の
立
体
交
差

を
鉄
道
高
架
で
行
う
と
都
か
ら
説
明

を
受
け
た
と
の
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
高

架
に
な
っ
た
の
か
。
鉄
道
の
地
下
化

が
妥
当
と
思
う
が
ど
う
か
。

②
基
本
構
想
図
を
示
せ
な
い
か
。

③
地
域
住
民
の
意
見
を
ど
の
よ
う

な
方
法
で
協
議
し
た
の
か
。
一
方
的

説
明
に
終
わ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

④
ど
の
よ
う
な
方
法
で
騒
音
、
振

動
、
環
境
等
に
配
慮
す
る
の
か
。

市
長

①
近
隣
へ
の
影
響
、
利
便
性

等
を
検
討
し
た
結
果
と
聞
い
て
い
る
。

②
都
に
提
示
を
求
め
て
い
き
た
い
。

③
都
か
ら
今
後
説
明
を
行
う
と
聞

い
て
い
る
。
一
方
的
に
な
ら
な
い
よ

う
、
要
望
し
て
い
く
。

④
騒
音
等
に
配
慮
し
た
設
備
の
検

討
を
行
う
と
と
も
に
、
環
境
調
査
も

自
主
的
に
実
施
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

高
橋
信
博
議
員
（
政
和
）

①
環
境

に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
地

区
で
は
、
容
積
率
を
緩
和
す
る
と
い

う
、
都
が
発
表
し
た
地
区
計
画
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
評
価
や
対
応
等
は
。

②
需
要
の
多
い
２
世
帯
住
宅
等
へ

の
建
て
か
え
が
、
現
状
の
建
ぺ
い
率

等
で
は
で
き
な
い
が
ど
う
考
え
る
か
。

③
第
一
種
住
居
専
用
地
域
の
建
ぺ

い
率
・
容
積
率
を
緩
和
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。
緩
和
の
波
及
効
果

と
し
て
、
産
業
活
性
化
や
税
収
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
見
解
は
。

市
長

①
一
定
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
建
ぺ
い
率
等
は
都
市
基
盤
整
備

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
試
行

運
行
の
準
備
の
進
捗
状
況
は
。

②
公
共
交
通
網
整
備
は
、
行
政
の

責
務
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
昭
和
病
院
、
市
役
所
等
の
主
要

施
設
と
交
通
不
便
地
域
を
結
ん
で
こ

そ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
役
割
を

果
た
せ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

華
表
　
暁
議
員
（
共
産
）

①
駅
北

口
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。
市
民

の
声
を
ど
う
反
映
さ
せ
る
の
か
。

②
駅
周
辺
の
自
転
車
駐
車
場
の
利

用
度
は
。
駅
東
側
に
無
料
自
転
車
駐

車
場
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

③
多
摩
湖
自
転
車
道
の
安
全
の
た

め
、
混
雑
す
る
朝
・
夕
方
に
歩
行
者

と
自
転
車
の
通
行
を
区
分
さ
せ
る
こ

と
を
都
に
要
請
で
き
な
い
か
。

市
長

①
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
。

説
明
会
等
で
意
見
を
集
め
て
い
る
。

②
利
用
率
は
無
料
駐
車
場
で
１０９
％
、

有
料
駐
車
場
で
５６
％
で
あ
る
。
有
料
、

無
料
の
設
定
は
地
域
ご
と
に
し
て
い

る
も
の
で
は
な
く
、
設
置
は
難
し
い
。

③
共
用
を
考
慮
し
た
施
設
で
あ
り
、

区
分
は
困
難
と
聞
い
て
い
る
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）

①
市
民

の
関
心
も
高
い
と
思
う
が
、
市
民
に

開
か
れ
た
事
業
と
な
っ
て
い
る
か
。

②
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
と
花
小
金

井
図
書
館
の
移
転
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
当
た
り
、

利
用
者
の
声
は
生
か
さ
れ
る
の
か
。

③
若
い
世
代
に
も
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

④
こ
の
地
域
を
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
、
た
ば
こ
の
ぽ
い
捨
て
禁
止
地
区

に
指
定
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

市
長

①
説
明
会
等
を
通
じ
て
意
見

を
も
ら
う
こ
と
に
努
め
て
き
た
。

②
要
望
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

③
快
適
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
再

生
で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

④
マ
ナ
ー
の
啓
発
に
よ
り
、
ぽ
い

捨
て
行
為
に
対
す
る
モ
ラ
ル
向
上
を

花
小
金
井
駅
北
口

都
市
基
盤
整
備
事
業

花
小
金
井
駅
北
口
、
南
口
な
ど
の

駅

周

辺

の

整

備

を
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目
指
す
と
い
う
考
え
で
い
る
た
め
、

禁
止
地
区
の
指
定
は
考
え
て
い
な
い
。

住
田
景
子
議
員
（
緑
ネ
）

環
境
共

生
住
宅
と
は
、
地
球
環
境
保
全
の
観

点
か
ら
配
慮
さ
れ
、
周
辺
環
境
と
調

和
し
、
健
康
で
快
適
に
生
活
で
き
る

よ
う
工
夫
さ
れ
た
住
宅
等
を
い
う
。

①
花
小
金
井
駅
北
口
に
建
設
さ
れ

る
集
合
住
宅
に
、
屋
上
緑
化
や
雨
水

利
用
等
を
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

②
市
内
の
住
宅
づ
く
り
に
環
境
共

生
住
宅
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

市
長

①
北
口
の
集
合
住
宅
は
、
公

募
に
よ
る
民
間
事
業
者
が
建
設
す
る

が
、
都
市
公
団
と
し
て
は
、
環
境
共

生
住
宅
は
ま
だ
広
く
一
般
に
普
及
し

て
い
る
状
況
に
な
い
た
め
、
今
回
の

事
業
者
の
公
募
条
件
と
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

②
身
近
な
取
り
組
み
や
住
宅
金
融

公
庫
の
割
り
増
し
融
資
制
度
な
ど
を
、

今
後
市
民
に
情
報
提
供
し
た
い
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
鷹

の
台
駅
の
改
善
、
特
に
公
園
側
へ
の

改
札
口
新
設
は
市
民
か
ら
の
要
望
が

強
い
が
、
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
。

②
３
月
定
例
会
以
降
、
西
武
鉄
道

と
の
協
議
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

③
橋
上
駅
化
な
ど
の
大
規
模
な
改

修
と
、
公
園
側
へ
の
改
札
口
新
設
と

そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
の
概
算
は
。
ま
た

補
助
金
や
負
担
の
割
合
は
ど
う
か
。

市
長

①
鉄
道
事
業
者
に
伝
え
た
い
。

②
構
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
検

討
し
て
い
る
が
、
東
口
設
置
は
検
討

し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
補
助
金
等

の
負
担
割
合
は
、
国
・
地
方
公
共
団

体
・
鉄
道
事
業
者
が
３
分
の
１
ず
つ

で
あ
る
。
東
口
の
設
置
に
は
国
の
補

助
は
見
込
め
ず
、
市
か
ら
要
望
す
る

場
合
は
相
応
の
負
担
が
必
要
と
聞
い

て
い
る
。

加
藤
俊
彦
議
員
（
公
明
）

①
東
村

山
市
と
共
同
で
、
西
武
鉄
道
に
強
く

設
置
を
働
き
か
け
て
ほ
し
い
が
、
こ

れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
進
展
は
。

②
財
政
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

③
設
置
を
で
き
る
だ
け
早
め
る
よ

う
、
働
き
か
け
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

市
長

①
平
成
１２
年
３
月
に
西
武
鉄

道
に
要
望
し
た
経
緯
が
あ
り
、
今
後

と
も
設
置
を
要
望
し
て
い
く
。

②
駅
が
所
在
す
る
東
村
山
市
が
負

担
す
る
も
の
と
考
え
る
。

③
早
期
の
整
備
を
、
東
村
山
市
と

西
武
鉄
道
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

都

市

整

備

都

市

整

備

 
都

市

整

備

 

立体交差が予定されている府中街道と
西武拝島線の踏切

萩
山
駅
南
口

▲

t
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

西
側
広
場

t
五
日
市
街
道
（
御
幸
町
）

花
小
金
井
駅
北
口
の
集
合
住
宅
を

「
環
境
共
生
住
宅
」
に
し
よ
う

萩
山
駅
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
・

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を

公
共
交
通
と
し
て
の

バ
ス
路
線
の
見
直
し

建
ぺ
い
率
・
容
積
率
を
緩
和
し

増
改
築
や
２
世
帯
住
宅
の
促
進
を

鷹
の
台
駅
を
だ
れ
に
も

優
し
い
駅
に
改
善
す
る
た
め
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

試
行
運
行
と
路
線
拡
大

都
方
針
の
府
中
街
道
と

西
武
拝
島
線
の
立
体
交
差

に
あ
わ
せ
段
階
的
に
緩
和
し
て
い
る
。

③
都
市
施
設
の
整
備
状
況
を
踏
ま

え
検
討
す
る
が
、
一
律
に
緩
和
す
る

考
え
は
な
い
。
波
及
効
果
は
考
え
ら

れ
る
が
、
都
市
計
画
の
基
本
理
念
を

踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

御
幸
町

で
東
西
方
向
に
移
動
す
る
際
、
歩
行

者
は
五
日
市
街
道
を
横
断
し
て
玉
川

上
水
遊
歩
道
を
通
る
し
か
な
い
。

①
喜
平
橋
か
ら
小
金
井
橋
の
区
間

の
、
五
日
市
街
道
上
り
路
線
へ
の
歩

道
新
設
計
画
の
状
況
は
ど
う
か
。

②
関
野
用
水
を
遊
歩
道
に
す
る
計

画
の
現
状
と
、
将
来
の
見
通
し
は
。

③
都
民
銀
行
小
金
井
グ
ラ
ウ
ン
ド

跡
地
の
宅
地
開
発
計
画
に
伴
い
、
東

御

幸

町

の

東
西
方
向
の
通
路

公

共

施

設

公

共

施

設

 

公

共

施

設

 

国
分
寺
駅
前
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を

地
域
セ
ン
タ
ー
を
高
齢
者
が

さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
施
設
に

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

西
側
広
場
の
整
備

仲
町
公
民
館
の

建

て

か

え

国
分
寺
市
立
本
多
図
書
館
の

利

用

を

可

能

に


